日本の 人民 は、 東條 時代 を 通じて、 もっとも 非合理 

野蛮な 侵略 主義者 の 善と悪との 規準で 支配され てきた _ 

「聖戦」 に対して、 いくらか でも 疑問 を もち、 侵略行為 

の 人類 的 悪に ついて ほのめかしで もしょう ものなら、 

憲兵と 警察と 密告者の 餌 じきに された。 その上、 野蛮 

な 権勢 を 守る ための 言論 封鎖 の 特徴と して、 そういう 

人権 蹂躅が 行われて いると いう 事実に ふれて 語る こと 

さえ、 犯罪行為 として 罰した。 ナチ スの ドイツが 同じ 

こと、 あるいは、 もっと ひどい こと をした。 第二次 大 

戦の 結果 は、 言論 を 封鎖し、 出版 統制 を 狂的に 行った 

すべての ファシズム 国家の 権力 は、 窮極に は 倒れざる 



をえない こと を 証明した。 なぜなら、 どんな 力で それ 

について 語り、 書く 自由 を 禁じた としても、 「事実」 の 

力が 現実に 歴史の 推移に 作用し ずに はいない からで あ 

る。 人間 は 社会的 生物で ある。 この 基本的な 事実から 

発言の 抑圧 は 直接 人間の 生存の 自由に 加えられる 抑圧 

となる。 人間と いう もの は 感じる こと、 判断した こと 

について 黙って いられな いものと して 生れて いる。 だ 

からこ そ、 人類 社会 は 発展して 来た。 * 地球 はま わる" 

この 真実 は 今日 子供た ちで も 知っている。 だが 十七 世 

紀の 法王庁 はこの 真理 を 語った かどで ガリレオ • ガリ 

レ ー を 重罪に 問うた。 ガリ レ ー は 以後 そのこと につい 



て は 語らない と 裁判で 答えた が、 彼 は ひそ やかに つぶ 

やいた、 「しかし それ は 動く」 と。 そして それ は そのと 

おりなの だ。 徒らに 言論 を 抑圧す ると いう ことが 自然 

と 社会の すべての 事実に 対して、 どれほど 目 さきの き 

きめし かなく、 しかも 大局から みて 聰明な 処置で ない 

かとい うこと についての 真実が ここに 示されて いる。 

討議 (ディスカッション) という 意見の 発表と 研究 

の 方法 を 日本の 人民 は 学ぶべき であると いわれ はじめ 

てから、 まだ 五 年し かたたない。 五 年後の きょうの 実 

状 をみ ると、 日本の 一般に は 開放 的で また 探求 心の つ 

よい 討議の 習慣が つくられ るよりも 早く、 過去の 半 封 
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